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１．景観協議のプロセスに係る運用の工夫 

 適切な景観協議をするには、届出後の協議の時間が限られている
こと、届出時には事業計画が固まっており計画の変更が困難な場
合があることなど、事業者との協議の実効性を担保しづらいとの指
摘もある。 

 事前相談の推奨や事前協議の義務化により、実効性を担保す
る。 

 建築計画や基本設計の段階で、事前相談や協議を通じて、当
該建築等の行為に関する設計のコンセプトや景観形成基準の
理解を事業者と景観行政団体の間で共有する。 

1-1新宿区 1-2鎌倉市 1-3小布施町 1-4神戸市 

 景観計画が一度策定されると、計画に定める景観形成基準等の内
容が固定化され柔軟性が失われがちになる。 

 景観アドバイザー等の専門家を交えた協議を行うことで、個々
の敷地に対して基準を判断する体制を構築している 

 特に、重要な場所や大規模な建築物等は、景観審議会や市民
の意見を聴くなど、多様な立場の意見を聴く機会を設ける 

 行政内部で判断する場合は、メインとサブの担当者をそれぞれ
１名配置し、基準の解釈が固定化しないようにする 

1-1新宿区 1-4神戸市 1-5墨田区 1-6茅ヶ崎市 
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１．景観協議のプロセスに係る運用の工夫 

 建築行為は、周辺景観とのバランスも踏まえ、景域全体の質的向
上に資するよう、定性的な基準を協議において的確に解釈し、創造
的な景観協議を積極的に進めるべきである。 

 地域資源図の配布や事前のまち歩き等を促すなどにより、事
業者に地域の景観特性の理解を深めるよう仕掛ける 

 地域の景観特性や基準を解説したガイドライン等を整備、公表
することにより、行政の考え方や意思を伝える。 

 景観協議の場に、地域を良く知る専門家の支援を受け、より良
いものになるよう創造的に協議する。 

 景観シミュレーションや模型を活用するなど、視覚的に共有をし
ながら協議を進める。 

2-2新宿区 2-3鎌倉市 2-4小布施町 2-5神戸市 

2-7茅ヶ崎市 
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１．景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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１．景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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1-1新宿区 ①－１ 景観協議のプロセスに係る運用の工夫 



1-1新宿区 



①－１ 景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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1-2鎌倉市 



①－１ 景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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1-2鎌倉市 



①－１ 景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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1-3小布施町 



①－１ 景観協議のプロセスに係る運用の工夫 
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1-4神戸市 



①－２ 協議の体制を構築する 
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1-4神戸市 





①－２ 協議の体制を構築する 
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1-5墨田区 





①－２ 協議の体制を構築する 
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1-6茅ヶ崎市 





①－２ 協議の体制を構築する 
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２．景観行政を行う際の省力化の方法 

 景観計画策定団体数はゆるやかな増加傾向が続いているが、新た
に景観計画の策定を検討する自治体数は減少傾向にある。 

 景観計画区域を特定の地域に限定したり、段階的に景観計画
区域を拡大したり、届出対象行為・規模を絞り込むなどして、地
域の実情に応じた対策が考えられる。 

2-1近江八幡
市 

2-2宇部市 

 景観行政に関して、建築や都市計画だけでなく自然を含めた土地
利用全体の観点から幅広く専門性の高い知識を有する専門職が必
要である。 

 行政担当者や専門家の育成、確保を図り、継続性、一貫性の
ある景観行政の促進を図ることが重要である。 

 規格化された工作物のうち、景観形成基準に適合した形態・意
匠のものは、設置者と協定を締結した上で、届出対象行為から
除外することで、事務量の省力化が図られる。 

2-5滋賀県 

2-3小布施町 2-4東川町 
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2-1近江八幡
市 







②－１ 地域の実情に応じた景観計画の策定、
運用手法の確立 
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2-2宇部市 







②－１ 地域の実情に応じた景観計画の策定、
運用手法の確立 

18 18 



2-3小布施町 





②－１ 地域の実情に応じた景観計画の策定、
運用手法の確立 

19 19 



2-4東川町 



②－１ 地域の実情に応じた景観計画の策定、
運用手法の確立 

20 20 



2-5滋賀県 



②－２ 人材の育成や事務量の省力化 
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３．様々な公益と景観協議の調整 

 ＩＣＴ技術の進展や自然再生エネルギーの活用など、景観以外の公
益の観点から、携帯電話会社の中継アンテナや太陽光発電施設、
風力発電施設の増加等に起因する景観上の課題が顕在化。 

 地域の実情に応じ、景観やそれ以外の様々な公益を総合的に
判断し、景観上支障となり得る既存の施設等について、将来の
更新に備えて予め景観計画を見直す等、地域の実情に応じて、
事前の対策を講じることも考えられる 

3-1福島県 3-3富士宮市 3-4秦野市 

3-5南丹市 3-6横浜町 
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3-7稚内市 

 違反広告物等が多く見られ、屋外広告物条例に基づき一旦設置が
許可されると、その後適切に管理されずに放置される場合もある 

 引き続き、違反広告物等の改善を積極的に進めるとともに、そ
の適切な維持管理を含めて屋外広告物の適正化を図る必要
がある。 

3-8小田原市 

3-2島根県 

3-9富士宮市 



3-1福島県 





③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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3-2島根県 



③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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夕日スポット（松江市） 

 

24 



3-3富士宮市 



③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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3-3富士宮市 





③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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項目 基準 

色彩 
・太陽光パネル（太陽電池モジュール）の色彩は、屋根などと一体に見える
明度・彩度が低いものか、黒色、濃紺色などで光沢や反射が少なく、模様
が目立たないものを使用しましょう。 

設置位置
など 

・尾根線上、丘陵地又は高台での設置は避けましょう。 
・歩行者や周辺の景観へ影響のあるものは、敷地の境界からできるだけ後
退させ、必要に応じて植栽などにより目立たないようにしましょう。 
・主要な眺望点や主要な道路などから見た場合に、富士山や天子山系へ
の景観を阻害しないよう、配置の工夫や植栽などにより目立たないようにし
ましょう 

付属設備
など 

・パワーコンディショナーや分電盤などの附属設備の色彩は、周囲の景観と
調和するものを使用しましょう。 26 



3-4秦野市 



③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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3-5南丹市 



③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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3-6横浜町 







③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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項目 基準 

景観 

・事業者は、風力発電施設等の建設等にあたって、地域の自然及び歴史
的環境と調和した良好な景観の形成に努めるよう計画すること。 
・風力発電施設等の配置、デザイン及び色彩は、周囲の景観と調和が図ら
れるものとする。 
・事業者は、景観に与える影響が甚大で良好な景観若しくは風致を著しく
阻害する場合は、必要な措置を講じるものとする。 
・事業者が風力発電施設等及びその周辺に広告物を表示する場合には、
良好な景観若しくは風致を害し、又は公衆に対し危害を及ぼさないもので、
管理上必要とされる最小限の広告物のみを表示するものとする。 

文化財 
・事業者は、風力発電施設等の建設等にあたって、建設等の影響から文
化財を保護するよう努めるものとする。 



3-7稚内市 





③－１ 様々な公益を調整する景観協議手法 
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3-8小田原市 





③－２ 屋外広告物による景観形成 
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3-9富士宮市 





③－２ 屋外広告物による景観形成 
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